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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　平成19年度、20年度の2ヵ年間にわたって、福岡県リサイクル総合研究センターのご支援を頂きながら、研究会を運営して参りました、新日鉄エンジニアリング㈱の伊能泰夫です。
　この研究会は、メンバーとして北九州市環境産業政策室及び技術監理室、前田道路㈱、太平工業㈱、北九州市エコエナジー㈱、及び新日鉄エンジニアリング㈱の諸氏に福岡県リサイクル総合研究センターの担当者で構成されております。
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